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テレマティクス交通安全マップを活用
した小学生向け授業のご提案
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はじめに

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。平素は弊社業務に関し、格別
のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

さて、ご存じの通り、年齢別の交通事故死傷者数は7歳児などの低学年や高齢者が多
く、また、歩行中が多いことから、歩行者×自動車の交通安全に対する取組は喫緊の
課題のひとつです。

また、文部科学省から、令和3年に「通学路における合同点検の実施について」、令和
４年に「第３次学校安全の推進に関する計画」に基づき、学校安全に関する取組の
推進が発信されております。

そこで、弊社が展開しております、テレマティクス技術を活用した支援策をご用意いたしま
した。

つきましては、本日は、以下に小学校に向けた、授業内容をご提案申しあげますので
ぜひ、ご高覧・ご検討のうえ、ご採用賜りたく何卒宜しくお願いいたします。

敬具
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✓損害保険会社である当社として、交通事故削減の取組みを検討

✓交通課題の中でも歩行中の死者において、7歳児が最多であること、

その多くが飛び出しによるものであることに着目

１．通学路における事故の現状
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２．児童の交通安全を巡る社会の動き

5

✓政府では千葉県八街市での5名が死傷する交通事故を契機に、全国小学校における

『安全総点検』を令和3年度から順次実施（文部科学省）
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弊社のテレマティクス技術を活用した小学生向け交通安全授業をご提案

~記載抜粋~

✓また、各学校における安全に係る取組を総合的かつ効率的に推進するため、国が策定す

る計画：第3次学校安全の推進に関する計画の策定が課され、令和4年から5か年計画で

実施（文部科学省）
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２．児童の交通安全を巡る社会の動き



通信車載器等で
データを取得

走行データをもとに、運転特性に応じた

保険料割引・運転アドバイスなど

事故の未然防止につながるサービスを提供

３．弊社のテレマティクス技術とは
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お客様データ

211万台以上※

国内の総走行データ

約410億㎞ ※

精緻で粒度の
細かいデータ

1秒間隔で

密にデータ取得

「テレマティクスデータ」は
量・質ともに損害保険会社として随一の規模！

※2025年10月末時点

３．弊社のテレマティクス技術とは
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４．Web版テレマティクス交通安全マップとは

✓ テレマティクスデータを活用した「Web版テレマティクス交通安全マップ」は

お客さまへの情報提供・注意喚起や自治体等と連携した交通安全取組みに活用することで、

社会・地域課題の解決を図り、安全・安心なまちづくりに貢献します。

通信機能付き車載器
搭載の自動車

車載器から
走行データを取得

保険会社が
走行データを集約

テレマティクス
交通安全マップ

※データはプライバシー保護のため、統計処理の上、個人が特定・識別できないように適切に加工しています。

走行データを加工し
マップ上に可視化※

走行データの収集からテレマティクス交通安全マップが出来るまで・・・
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4．Web版テレマティクス交通安全マップの特長①

「急減速発生率」に基づく地域の危険箇所候補と「走行量」を地図上で可視化

10「メッシュ」
・・・地図上で緯度経度に基づき格子状に区切ったデータ

発生率高 発生率低

急減速発生率
走行量多 走行量少

走行量特長①
急減速率、走行量を可視化

急減速率、走行量に応じた
色の変化や、ランク区分 の表示により
交通状況を一目で把握が可能

特長②
メッシュサイズの拡大・縮小

拡大

急減速率は、
「市内全域を見渡す500mメッシュ」 や、
「特定エリアにフォーカスする125mメッシュ」

など拡大・縮小が可能

ご提案する交通安全授業はこのWeb版テレマティクス交通安全マップを活用



５．ご支援策：Web版テレマティクス交通安全マップ活用した小学生向け授業
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当社が持つ車の走行データを活用し、道路の危険箇所候補について授業を実施

小学校周辺地域のテレマティクス交通安全マップ※を活用し、道路の危険箇所候補を学び考える授業を実施します。
本授業は、自治体・学校の「学校安全の推進に関する計画」における交通安全教育の推進を支援します。

※当社テレマティクス自動車保険契約者データより「急ブレーキ率」に基づく地域の危険箇所候補と「走行量」を地図上で可視化したマップ

〔対象〕 小学生

〔講師〕 あいおいニッセイ同和損保社員及び代理店

メニュー概要

授業の内容（例）

1. 車のデータとは？

2. 急ブレーキや走行量が多い
場所はどんなところ？

3.  どこに注意すればいいかな？

4.  今日から気を付けること

・小学校周辺地域のテレマティクス交通安全マップと
実際の写真を用い、「なぜ急ブレーキや走行量が多い
場所なのか」「どこに注意しなければいけないのか」につ
いて児童が自ら考え、主体的に行動できる授業の
実施が可能です。

所要時間目安：30分～

～授業スライドイメージ～

～授業の様子～
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〈留意点〉
授業実施には、危険箇所候補選定（写真撮影含む）の準備を要します。
開催日時はお申込から、約1か月を目安に設定ください。



６．ご参考：授業の様子
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～授業の様子～

当日は『なぜこの交差点は急ブレーキが多い危険な場所なのか』『どこに
注意しなければいけないのか』児童が自ら考え活発な意見が飛び交うな
ど盛況。

〈児童からの発言の一部 〉
・通行に注意しなければならないところが地図上に色で見ること
が出来てすごい！
・見通しの悪いところで注意しなければいけないことが分かった。
・通学路の危険箇所を調べてみたい。
・商店街での路上駐車の車にも注意したい。

〈校長先生から〉
・色の濃さで表示された地図上の危険箇所を実際の写真で見て自ら考える
ことで、児童が歩行時に注意すべき地点・観点について理解が深まった。
・この授業は全国でもニーズが高いと思う。
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開催日 令和6年5月9日

開催場所 東京都北区堀船小学校

対象 小学3年生 72名

授業内容 Web版テレマティクス交通安全マップの画像と、事前に弊
社が撮影した実際の交差点などの写真を活用し、急ブ
レーキが多く発生している地点について説明。



７．役割分担

役割分担（案） 小学校 あいおい
ニッセイ同和
損保

①提案時 日時・場所の決定 ◎

②授業スライド作成前
打ち合わせ

授業構成や授業スライド内容の打合せ
実施

〇 ◎

③授業スライド作成 危険箇所のWebテレマティクス交通安全
マップ・写真を用意し、授業スライドを作成

◎

④授業実施前
打ち合わせ

③で作成した授業スライドにて、
授業のすすめ方など打合せ実施

〇 ◎

⑤授業実施 準備 〈用意いただくもの〉
・スクリーン・プロジェクター・HDMIケーブル
・ホワイトボードor黒板

◎

⑥授業実施 講師は弊社社員、または担任の先生など
と分担して実施

〇 ◎



お問い合わせ先

３

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

神戸支店

住 所 神戸市中央区明石町19番地

Ｔ Ｅ Ｌ ０５０－３４６１ー６２６７

担 当 者 細川 忠昭
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